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４．運営体制の充実を図るための取組 

 

（１）理事会等の有効な運営 

 

ア 役員の選任 

外部理事・外部監事には、農林水産業、政策金融に係る知見・キャリアを踏まえ、

農林水産関係機関、金融関係機関の役員や公認会計士などを選任しており、現在、理

事９名中６名が外部理事、監事２名全員が外部監事となっている。 

代表理事については、公募を行ったうえで、外部有識者による選定委員会において

適格性を審査し、候補者を選定している。 

 

イ 評議員の選任 

当法人の最重要事項について、多様な角度から審議を行う態勢とするため、農林水

産関係機関の役員のほか、学識経験者、マスコミ経験者を選任している。 

令和７年度の任期満了に伴う選任にあたっては、初めて女性評議員１名を選任した。 

 

ウ 評議員会等の運営 

評議員や外部理事・監事には、必要に応じ事前に議案内容を個別に説明し、評議員

会、理事会での議論が深まるように努めている。 

 

（２）リスク管理 

 

  ア 個人情報等管理 

個人情報等の適正な取扱いを確保するため、内部規程を整備するとともに、個人

情報等管理委員会を設置し、個人情報等の漏えい、滅失又はき損の防止その他の安

全管理に関する具体的措置の企画及び推進を図っている。 

 

  イ 情報セキュリティー管理 

情報セキュリティーを確保するため、内部規程を整備するとともに、情報セ

キュリティー管理委員会を設置し、情報セキュリティーの確保に必要な具体的措

置の企画及び推進を図っている。 

 

（３）ハラスメント予防 

ハラスメントの発生を防止するため、内部規程を整備し、研修機会を設けるととも

に、相談窓口を外部にも設置し、職員へ周知することで相談体制の整備を図っている。 

 


